
会 議 録 
 
 

１ 会議の名称 富士川町介護保険運営協議会 
富士川町地域包括支援センター運営協議会 
（合同会議） 
 

２ 会議日時  平成２９年１２月２６日（火） 
午後７時３０分から午後８時５０分 

 
３ 開催場所  保健福祉支援センター １階保健指導室 
 
４ 出席者   委員１４名（欠席者１名） 事務局関係者７名（欠席者１名） 

傍聴者０名 
 
５ 議題    サービス量見込みについて 

計画（案）について 
パブリックコメントについて 
 

６ 運営協議会内容 
① 開会 
② 会長あいさつ 
③ 議事 

（１）サービス量見込みについて 
（２）計画（案）について 
（３）パブリックコメントについて 
（４）その他 

④ その他 
⑤ 閉会 
 
７ 発言の内容 
 
会長あいさつ 
 
 
 



議事 
（１）サービス量見込みについて 

事務局より説明 
＜（１）についての質疑応答＞ 
委 員：特別養護老人ホームの入所待機者がいる実情の中で、団塊の世代が介護

を受けるようになった場合、特別養護老人ホームへの入所待ちだとそれ

まで在宅介護サービスを利用するということか。 
事務局：介護が必要となった方は在宅でサービスを利用して過ごされたり、状況

によっては施設に入所しサービスを受けられたりする方もいる。現在、

地域包括ケアシステムを進める中、医療介護の連携やボランティア等の

支援が増えることにより在宅サービス利用者の増加で計画をしている。

また、町では要介護状態にならないよう若いころからの健康づくりと介

護予防を進めている。次期計画も引き続き介護予防に力を入れていく。 
 
委 員：計画案６６ページのグループホームについて、富士川町内にあるグルー

プホームの定員は７名に対して計画値は８名となっているのはどのよう

な理由からか。 
事務局：市町村間の協議により町外のグループホームを使う利用者の方もいると

見込んだため。 
 
 
（２）計画（案）について 

事務局より説明 
＜（２）についての質疑応答＞ 
委員①：計画案１４・１５ページのボランティアや老人クラブの参加者の人数が

減ったことに対しての分析はあるか。 
事務局：退職したばかりの方は地域活動への参加は積極的にする人もいるが、自

分自身の趣味に時間を使うことも多い。またボランティアや老人クラ

ブの活動の内容が参加者の求めるものではないことも理由の一つと思

われる。自分自身ができることを活かしてボランティアに参加できる

ように、例えば得意なことを活かしたボランティアへ参加してもらえ

るように声掛けをしていく。 
委員①：考察がないとただ減っていると思われてしまうので、あった方がよい。 
委員②：参加者が減ったことに対しての積極的な施策はあるのか。 
事務局：運動教室のサポーターの声掛けなどをしている。 
委員①：自宅にいたい＝ひきこもりなのではないか、と考えているのでそこにつ



いても考えていってもらいたい。 
 
委 員：訪問看護の利用者のうち慢性疾患の方、状態の変化なく介護予防の実績

があるので、介護予防の中に訪問看護もいれてよいのではないか。 
事務局：その通り。 
 
委 員：生活支援サポーターの人材発掘をどのようにしていったらよいか。一人

一人の個性が活きる場所を提供するためには社会福祉協議会の働きかけ

が重要だと思う。 
事務局：その通り。生活支援コーディネーターの事業が平成２９年度からで最初

の年なので、地域の情報収集をして合ったところへつなげていきたい。

富士川町らしい活動につなげていきたい。 
 
委 員：介護報酬が下がって事業所の運営が厳しく、１／３の減収を見込んでい

るなかで、サービス計画の地域密着型サービスの計画値が増えているが

何かあるのか。 
事務局：数値の検討をする 
 
委 員：計画案３３ページの認定率について、予防事業へ力を入れるとのことだ

が認定率が下がらず横ばいになっているのはなぜか。 
事務局：高齢者数が増えているため、何もしなければ認定率は増えていく。横ば

いでいられるのは予防の効果があると見込んでいる。 
 
委 員：介護保険の利用を必要とする人の中には、経済的虐待といわれる介護に

必要なお金を家族が使い込んでしまうことがある。包括支援センターや

福祉でお金の使い方がおかしいなど、注意して様子をみてもらえればと

思う。 
 
委 員：計画案３４ページの基本理念に富士川町らしさが出ればいいと思う。 
 
（協議会終了後の意見） 
委員：計画の見直しと進行管理を明記したほうがよい。 
 
（３）パブリックコメントについて 
 事務局より説明 
＜（３）についての質疑応答＞ 



特になし、計画案のとおり進めていく。 
 
 
（４）その他 
特になし 
 
 
その他 
事務局より、地域包括支援センターの愛称を募集する。運営協議会で選考、決定

していく。 
次回の運営協議会は、２月１６日（金）１９時３０分から。 
 

以上 
 


